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高山小学校ブロック塀改修・補強修繕等 ３ヶ所

1,4641,464万円万円
小・中学校空調設備設置工事設計業務委託料

補正予算審査特別委員会

　本委員会に付託された事件は、審査の結果次のとおり決定したので報告します。

平成30年度平成30年度
肝付町一般会計補正予算（肝付町一般会計補正予算（第３号）専決第３号）専決

平成30年度平成30年度
肝付町一般会計補正予算（肝付町一般会計補正予算（第４号）第４号）

平成30年度肝付町一般会計補正予算（第４号） 審査報告書平成30年度肝付町一般会計補正予算（第４号） 審査報告書

総額107億5,848万円

533万円追加

１億 782万円追加

着工前 工事終了後

事件の番号 件　　　　名 審　査　の　結　果
議案第33号 平成30年度肝付町一般会計補正予算（第４号） 原案の通り可決すべきものと決定

3,6813,681万円万円

肝付町野菜産地化推進施設等整備事業補助金
（グリーンピーマン選果場整備費）
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【 表　決 】

欠は欠席　※委員長（木村議員）については表決権なし

特別委員会
𠮷
原

田
中

進
藤

宮
後

坂
口

前
田

有
留

中
原 柳 富

永
益
山

田
布
尾

木
村

平成 30 年度肝付町一般会計補正
予算（第 4号）修正案 〇 × × × × × 〇 欠 × 〇 × × ―

平成 30 年度肝付町一般会計補正
予算（第 4号） × 〇 〇 〇 〇 〇 × 欠 〇 × 〇 〇 ―

※議長（恒吉議員）については表決権なし

本会議
𠮷
原
田
中
進
藤
宮
後
坂
口
前
田
有
留
中
原柳富

永
益
山
田
布
尾
木
村
恒
吉

平成 30 年度肝付町一般会計補正
予算（第 4号）審査報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

【　審査の経過及び内容　】

　平成 30年９月定例議会初日に於いて、本委員会に付託された平成 30年度肝付町一般会計補正
予算（第４号）について、審査の結果を次のとおり報告する。

審査日時　平成 30年９月 18日（火）、20日（木）、25日（火）
審査場所　肝付町議会　議場他
出席委員　13名

　平成 30年度肝付町一般会計補正予算（第４号）審査特別委員会において、審査を行った。

　初めに、補正予算全般に亘り説明を求め、総務課長より説明があり、その後質疑に入った。
　補正全般の質疑終了後、肝付町野菜産地化推進施設等整備事業補助金、3,681 万円の予算に対し
て集中的に審査を実施した。執行部への質疑、事業主体である JA 鹿児島きもつきに対する質疑、
グリーンピーマンへ移行の農家（７名）からの
意見聴取、更には、東串良園芸振興会の会長他
役員の方々から今日までの経緯、現状、今後の
振興会の考え方等を拝聴し、その中で確約書の
解決についても話が出ましたがその後、開催さ
れた委員会において町長から努力する旨の答弁
もあった。予算に対する修正の動議も提出され
たが委員会採決の結果、原案のとおり可決すべ
きものと決定しましたので報告します。



一 

般

質

問

掲
載
し
て
あ
る
文
章
は
議
員
自
ら
執
筆
し
た
も
の
で
す

宮
後　

国
見
園
の
収
支
は
、

直
近
の
５
年
間
、
毎
年
赤

字
会
計
で
あ
る
。
な
ぜ
赤

字
を
続
け
て
き
た
の
か
。

町
長　

要
因
と
し
て
入
所

者
数
が
定
員
の
50
床
に
達

し
て
な
い
こ
と
で
あ
る
。

宮
後　

移
管
先
の
民
間
企

業
は
大
丈
夫
と
思
う
か
。

町
長　

満
床
に
す
る
事
で

収
入
は
増
え
る
の
で
赤
字

の
解
消
は
可
能
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

宮
後　

満
床
に
し
な
い
で

赤
字
会
計
を
続
け
て
い
る

理
由
が
わ
か
ら
な
い
が
。

町
長　

そ
う
問
わ
れ
れ
ば

怠
慢
で
あ
っ
た
。
町
立
で

や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
甘

さ
が
あ
っ
た
と
反
省
し
て

い
る
。

宮
後　

国
見
園

あ
り
方
検
討
委

員
会
の
考
え
方

は
。

副
町
長　

町
が

行
政
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
事
業
を

実
施
す
る
よ
り

も
、
社
会
福
祉

法
人
等
民
間
へ

施
設
の
所
有
も

含
め
た
、
事
業

の
移
管
を
す
る
こ
と
は
妥

当
で
あ
る
と
の
答
申
を
出

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

宮
後　

入
所
者
の
家
族
に

は
説
明
を
し
た
の
か
。

国
見
園
長　

福
祉
サ
ー
ビ

ス
は
向
上
す
る
。
入
所
者

の
負
担
金
は
国
の
基
準
で

あ
る
の
で
、
変
わ
ら
な
い

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

宮
後　

現
在
国
見
園
で
働

い
て
る
職
員
は
ど
う
な
る

の
か
。

町
長　

そ
の
ま
ま
希
望
さ

れ
る
方
は
、
移
管
先
の
社

会
福
祉
法
人
へ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　4

宮
後　

竜
一 

議
員

期
的
な
促
進
を
し
て
み
て

は
。

町
長　

若
い
世
代
向
け
の

定
住
対
策
に
取
り
組
む
こ

と
は
、
我
が
町
に
お
い
て

も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

町
長　

空
き
家
等
の
有
効

活
用
を
図
る
こ
と
に
よ
り

移
住
・
定
住
対
策
に
十
分

寄
与
す
る
資
源
と
考
え
る
。

宮
後　

お
試
し
住
宅
の
取

組
み
は
。

町
長　

本
町
へ
の

人
口
流
入
を
目
的

と
し
て
、
生
活
体

験
を
す
る
た
め
の

住
宅
を
確
保
し
て

い
る
。

宮
後　

新
婚
さ
ん

向
け
の
住
宅
を
設

置
し
、
子
供
の
出

生
の
た
び
に
家
賃

を
幾
ら
か
ず
つ
控

除
す
る
な
ど
子
育

て
支
援
を
し
、
長

宮
後　

肝
付
町
の
人
口
の

流
れ
を
見
て
み
る
と
、
40

年
後
に
は
今
の
半
数
に
な

る
と
予
想
さ
れ
る
。
人
口

減
少
対
策
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

町
長　

定
住
促
進
対
策
な

ど
、
幅
広
い
事
業
を
き
め

細
か
く
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

宮
後　

空
き
家
バ
ン
ク
の

取
組
み
は
。

移
住
・
定
住
促
進
の
取
組
み
に
つ
い
て

町
長
… 

住
環
境
の
整
備
な
ど
の
定
住
促
進
策
は
人
口
減
少

対
策
の
一
つ
で
あ
る

新婚さん向け住宅

養護老人ホーム国見園

一
戸
建
の
定
住
促
進
住
宅
設
置
を

養
護
老
人
ホ
ー
ム
国
見
園
の
方
向
性
に
つ
い
て

町
長
… 

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
可
能
な
ら
民
間
に

ま
か
せ
る

民
間
へ
の
移
管
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が



進
藤　

新
し
い
命
の
誕
生

を
祝
福
す
る
誕
生
祝
い
金

給
付
制
度
を
実
施
し
て
は

ど
う
か
。

町
長　

本
町
で
も
定
住

促
進
施
策
の
一
環
と
し
て
、

進
藤　

こ
の
道
路
は
、
県

が
管
理
す
る
県
道
で
あ
る

が
、
肝
付
町
の
中
心
市
街

地
で
あ
り
ま
す
。

　

雑
草
が
繁
茂
す
る
と
、

景
観
が
非
常
に
悪
く
、
肝

付
町
の
不
整
備
の
イ
メ
ー

ジ
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
通
学
路
で
も
あ
り
、

進
藤　

鈴
子 

議
員

と
の
連
動
性
を
考
慮
し
な

が
ら
、
選
択
、
創
設
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

見
通
し
の
悪
さ
か
ら
、
交

通
の
安
全
性
も
危
惧
さ
れ

ま
す
。
町
長
自
身
も
承
知

で
あ
れ
ば
、
何
故
も
っ
と

早
く
解
決
さ
れ
な
い
の
か
。

町
長　

基
本
的
に
は
、
県

に
し
っ
か
り
管
理
し
て
ほ

し
い
が
、『
県
と
し
て
予

算
が
な
い
。』
で
済
ま
さ
れ

て
し
ま
う
。
こ
れ
か
ら
も

県
に
対
し
て
、
要
請
活
動

は
行
っ
て
い
き
た
い
。

進
藤　

お
お
す
み
未
来
会

議
も
発
足
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
大
隅
半
島
へ
の
観
光
客

　

こ
れ
か
ら
先
、
除
草
剤

使
用
を
要
因
と
し
た
新

た
な
問
題
が
発
生
し
て
も
、

最
善
な
方
法
で
、
解
決
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

も
増
え
る
と
推
定
さ
れ
る
。

綺
麗
な
町
の
イ
メ
ー
ジ
で

歓
迎
し
た
い
。

町
長　

現
在
、
県
の
作
業

で
、
除
草
剤
が
試
験
的
に

使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
効
果
が
な
か
っ
た
場
合
、

振
興
会
や
商
工
会
等
の
意

見
の
集
約
を
図
り
、
県
と

協
議
し
て
参
り
た
い
。

進
藤　

現
在
、
２
回
目

の
除
草
剤
散
布
で
、
さ
わ

や
か
な
景
観
を
長
期
間
維

持
し
、
通
行
す
る
皆
さ
ん
、

大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

誕
生
祝
い
金
給
付
制
度
を

設
け
る
必
要
性
が
あ
る
と

強
く
思
っ
て
い
る
。

進
藤　

隣
接
町
に
お
い
て

も
こ
の
制
度
は
様
々
で
す

が
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
長　

他
の
自
治
体
と
の

差
別
化
を
図
り
、
本
町

独
自
の
魅
力
あ
る
施
策
を

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、

少
子
化
対
策
に
も
繋
が
る
。

　

新
た
な
制
度
と
し
て
取

り
組
む
場
合
、
他
の
制
度

5　

見苦しかった景観

すっきりした景観

誕
生
祝
い
金
給
付
制
度
に
つ
い
て

町
長
… 
取
り
組
む
場
合
、
他
の
制
度
と
の
連
動
性
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る

命
の
誕
生
を
祝
福
し
、実
施
し
て
は
ど
う
か

県
道
５
３
９
号
線（
町
の
中
心
市
街
地
）の
並
木
通
り
に
つ
い
て

町
長
… 

試
験
的
な
除
草
剤
作
戦
に
期
待
も
す
る
が
、県
に
対
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
再
三
の
要
請
活
動
は
行
っ
て
い
き
た
い

町
の
玄
関
と
も
言
え
る
幹
線
道
路
の
景
観
の
悪
さ
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か

スクスク赤ちゃん



は
2.72
％
で
雇
用
者
数
は
７

名
で
あ
る
。

坂
口　

今
後
、
正
規
職
員

を
雇
用
す
る
考
え
は
。

町
長　

障
が
い
者
を
含
め

た
採
用
試
験
を
実
施
し
、

試
験
の
結
果
に
よ
り
正
規

職
員
と
し
て
採
用
す
る
。

坂
口　

障
が
い
者
雇
用
枠

を
広
げ
る
考
え
は
。

町
長　

採
用
枠
は
設
け
ず
、

従
来
の
統
一
試
験
で
安
心

し
て
受
験
で
き

る
よ
う
に
配
慮

す
る
。

坂
口　

障
が
い

者
が
能
力
と
適

正
に
応
じ
た
雇

用
の
場
を
見
出

し
、
自
立
し
て

生
活
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
が

必
要
だ
が
対
策

坂
口　

高
齢
者
や
障
が
い

者
に
は
洋
式
ト
イ
レ
が
必

需
品
と
な
っ
て
い
る
。
公

共
施
設
の
洋
式
ト
イ
レ
の

設
置
状
況
は
。

町
長　

和
式
405
ケ
所
、
洋

式
307
ケ
所
で
す
。

坂
口　

今
後
の
設
置
は
。

町
長　

本
庁
舎
や
地
区
公

民
館
、
公
共
の
ト
イ
レ
や

は
。

町
長　

共
に
笑
い
、
共
に

支
え
、
共
に
働
き
、
共
に

生
き
る
、
一
人
一
人
が
住

み
よ
い
社
会
を
役
場
全
体

で
共
有
し
て
い
く
。

学
校
な
ど
、
利

用
頻
度
等
を
検

討
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

円
、28
年
度
324
万
円
、29
年

度
247
万
円
。主
に
水
稲
、果

樹
、野
菜
等
で
す
。

坂
口　

箱
わ
な
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
。

農※
2

振
課
長　

イ
ノ
シ
シ
用

22
基
、
タ
ヌ
キ
用
３
基
、

坂
口　

収
穫
前
の
豊
作
物

が
一
夜
に
し
て
鳥
獣
被
害

に
あ
っ
て
い
る
。
生
産
意

欲
を
な
く
し
耕
作
放
棄
地

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
被

害
状
況
は
。

町
長　

平
成
27
年
度
280
万

サ
ル
用
２
基
で
全
基
貸
し

出
し
中
で
す
。

坂
口　

現
状
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

町
長　

進
入
防
止
柵
8700
ｍ
、

電
気
柵
２
地
区
設
置
し
た
。

新
規
狩
猟
免
許
取
得
者
等

に
補
助
を
行
い
６
名
確
保

で
き
た
。

　

今
後
は
町
民
全
体
で
有

害
鳥
獣
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
猟
友
会
員

の
増
員
に
取
り
組
め
る
協

議
を
進
め
る
。
ま
た
箱
わ

な
や
、
侵
入
防
止
柵
導
入

を
進
め
て
行
く
。

坂
口　

喜
作 
議
員

障
が
い
者
の
雇
用
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

町
長
… 

国※
1

の
基
準
を
上
回
っ
て
い
る
。
今
後
も
統
一
試
験

の
結
果
で
決
め
る

公
共
施
設
の
洋
式
ト
イ
レ
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か

町
長
… 

利
用
頻
度
等
を
十
分
検
討
し
な
が
ら
進
め
る

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
は
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

町
長
… 

猟
友
会
の
会
員
確
保
及
び
侵
入
防
止
柵
・
箱
わ
な

の
導
入
を
進
め
る

坂
口　

地
方
自
治
体
等
の

障
が
い
者
雇
用
水
増
し
に

つ
い
て
本
町
の
現
状
は
。

町
長　

本
年
度
六
月
一
日

時
点
で
障
が
い
者
雇
用
率

　6

庁舎内のトイレ

執務中の様子

※
１
国
の
基
準（
題
字
部
分
）

　
　
　

障
が
い
者
雇
用
率
2.5
％

※
２
農
振
課
長

　
　
　

農
業
振
興
課
長



前
田　

町
の
活
性
化
は
、

農
業
振
興
が
大
事
で
す
。

町
の
農
業
生
産
額
は
、
畜

産
が
占
め
る
割
合
が
７
割

以
上
で
す
。

　

本
町
の
子
牛
価
格
は
、

畜
産
課
と
JA
技
術
員
の
農

家
指
導
の
充
実
、
生
産
者

の
飼
育
管
理
の
努
力
に
よ

り
県
内
外
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
お
り
、
郡
平
均
を

上
回
る
価
格
で
取
引
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
山
家
畜
管

理
セ
ン
タ
ー
審
査
場
の
現

状
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て

い
る
か
。

町
長　

現
在
の
審
査
場
施

設
は
、
旧
高
山
農
協
よ
り

寄
附
さ
れ
た
施
設
で
、
こ

れ
ま
で
腐
食
等
老
朽
化
し

て
い
る
簡
所
の
補
修
を
施

し
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

周
辺
の
駐
車
場
や
積
み

下
ろ
し
場
に
つ
い
て
は
、

舗
装
整
備
が
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
利
用
さ
れ
る

農
家
の
方
々
に
不
便
を
か

け
て
い
る
と
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

前
田　

雨
天
時
、
つ
な
ぎ

場
か
ら
審
査
場
に
移
動
す

る
際
、
生
産
者
も
濡
れ
る

状
況
で
あ
り
、
商
品
性
の

高
い
牛
が
濡
れ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
施
設
状
況
か

ら
見
て
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

畜
産
振
興
を
図
る

上
で
、
審
査
場
の
必
要
性

は
十
分
承
知
し
て
お
り
、

既
存
の
施
設
の
老
朽
度
も

し
っ
か
り
と
検
証
し
、
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

前
田　

生
産
農
家
は
、
70

歳
以
上
が
現
在
53
％
を
占

め
て
い
る
。
人
災
、
天
災
、

緊
急
時
を
想
定
し
た
場
合
、

牛
の
受
入
ミ
ニ
キ※
１

ャ
ト
ル

セ
ン
タ
ー
は
必
要
だ
と
思

う
が
。

町
長　

畜
産
振
興
を
進
め

る
た
め
、
検
討
委
員
会
の

中
で
協
議
し
て
い
く
。

前
田　

全
国
各
地
で
予
期

で
き
な
い
災
害
が
起
き
て

お
り
ま
す
。
審
査
場
に
避

難
所
を
併
設
で
き
な
い
か
。

町
長　

必
要
性
に
つ
い
て

今
後
検
討
し
て
い
く
。

前
田　

審
査
場
が
町
民
の

交
流
を
深
め
、
健
康
促
進

を
目
的
と
し
た
多
目
的
施

前
田　

美
春 

議
員

設
と
し
て
併
用
で
き
な
い

か
。

町
長　

多
目
的
な
屋
外
施

設
の
必
要
性
を
十
分
検
証

し
、
今
回
提
案
い
た
だ
い

た
事
項
も
含
め
て
、
今
後

の
畜
産
審
査
場
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
、
検
討
し
て

い
く
。

家
畜
管
理
セ
ン
タ
ー
審
査
場
の
整
備
等
に
つ
い
て

町
長
… 
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

多
目
的
畜
産
交
流
セ
ン
タ
ー
の
併
設
に
つ
い
て

7　

高山家畜管理センター

※
1
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

子
牛
を
預
か
り
出
荷

す
る
ま
で
の
施
設



※
新
規
事
業
の
取
り
く

み
は
農
家
の
理
解
あ
る

周
知
が
必
要
！

富
永　

畑
か
ん
作
物
、
７

品
目
を
決
め
た
根
拠
は
。

町
長　

対
象
品
目
は
実
証

品
目
で
あ
り
、
農
協
と
の

協
議
に
よ
り
選
定
し
た
。

富
永　

７
品
目
の
中
に
選

果
場
を
必
要
と
し
て
い
る

作
物
が
あ
る
が
。

町
長　

選
果
場
に
つ
い
て

は
、
主
に
農
協
に
出
荷
し

JA
が
所
管
の

施
設
を
活
用

し
、
選
果
す

る
。

富
永　

10
万

円
の
補
助
に

つ
い
て
は
、

町
広
報
誌

（
８
月
号
）

で
、
販
売
先

が
確
保
さ
れ

て
い
る
人
が

対
象
に
な
っ

て
い
る
が
。

町
長　

販
売
は
一
番
の
ネ

ッ
ク
で
あ
り
、
そ
こ
は
相

談
に
乗
り
な
が
ら
確
保
し

推
進
す
る
こ
と
が
前
提
で

あ
の
よ
う
な
書
き
方
と
な

っ
た
。

富
永　

作
物
毎
の
反
収
は

ど
れ
位
か
。

農
振
課
長　

所
得
と
し
て

は
、
以
下
の
表
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
る
。

富
永　

洋
一 
議
員

※
冬
場（
火
災
）に
備
え

十
分
な
対
応
を
！

富
永　

住
宅
密
集
地
の
農

地
及
び
管
理
に
つ
い
て
、

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
対
応
は
。

町
長　

振
興
会
長
と
担
当

課
が
現
地
調
査
を
行
い
、

役
場
で
対
処
、
対
応
す
る
。

富
永　

冬
場
に
な
る
と
枯

れ
草
と
な
り
、
火
災
の
恐

れ
も
あ
る
。
関
係
機
関
と

一
体
と
な
っ
た
対
応
が
必

要
で
は
。

富
永　

申
し
込
み
期
限
が

８
月
31
日
と
な
っ
て
い
る

が
な
ぜ
か
。

農
振
課
長　

秋
、
冬
野
菜

を
想
定
し
て
い
た
。
追
加

募
集
は
考
え
て
い
る
。

※
畑
か
ん
事
業

　

一
名
で
ス
タ
ー
ト

町
長　

役
場

で
対
応
で
き

な
い
も
の
は

関
係
機
関
へ

要
望
書
を
届

け
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

富
永　

何
名
の
申
し
込
み

が
な
さ
れ
た
か
。

農
振
課
長　

１
名
の
申
し

込
み
で
、
対
象
品
目
は
ゴ

ボ
ウ
で
す
。

富
永　

周
知
の
仕
方
等
、

問
題
で
は
な
か
っ
た
の
か
、

検
証
す
べ
き
。

農
振
課
長　

結
果
は
厳
し

い
。
事
前
の
周
知
が
十
分

で
な
か
っ
た
。

町
長　

私
と
し
て
は
、
１

名
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
大

き
な
収
穫
だ
っ
た
と
思
っ

て
い
る
。

畑
か
ん
営
農
推
進
事
業
に
つ
い
て

町
長
…
実
証
品
目
で
あ
り
、
農
協
と
協
議
に
よ
り
選
定

対
象
品
目
を
決
め
た
根
拠
は

住
宅
密
集
地
の
農
地
及
び
空
地
の
管
理
に
つ
い
て

町
長
…
振
興
会
長
と
担
当
課
で
現
地
調
査
を
行
い
対
応
す
る

※
住
民
よ
り
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
対
応
は

対 象 品 目
キ ャ ベ ツ 70,000 円
バ レ イ シ ョ 117,000 円
ゴ ボ ウ 150,000 円
ブロッコリー 79,000 円
ニ ン ジ ン 64,000 円
生 　 姜 349,000 円
里 い も 87,000 円
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新
富
マ
ル
シ
ェ
が
閉
店
、町
長
の
思
い
は

町
長
… 
尽
力
頂
い
た
関
係
者
に
感
謝
し
た
い

担
当
課
の
果
た
し
た
役
割
は

閉
店
事
例
を
ど
う
生
か
す
の
か

町
長
…
関
係
団
体
と
協
議
し
た
い

ま
ず
は
今
あ
る
商
店
を
守
る
べ
き

9　

益
山　

新
富
マ
ル
シ
ェ
が

八
月
に
閉
店
と
な
っ
た
。

町
と
し
て
の
思
い
は
。

町
長　

人
件
費
を
賄
え
る

ほ
ど
の
収
益
に
至
ら
ず
、

町
の
負
担
等
を
考
慮
し
て

も
採
算
は
見
込
め
な
い
。

予
想
よ
り
も
地
区
内
の
諸

需
要
は
少
な
く
、
他
人
で

は
運
営
が
困
難
等
の
内
容

で
申
し
出
を
受
け
た
。
開

店
以
来
努
力
さ
れ
た
方
々

に
感
謝
を
し
た
い
。

益
山　

二
郎 

議
員

益
山　

今
件
で
得
ら
れ
た

教
訓
を
、
ど
の
様
に
生
か

し
て
ゆ
く
の
か
。

町
長　

分
析
し
総
括
し
た

い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
中

心
市
街
地
の
歴
史
的
町
な

み
調
査
の
報
告
等
も
含
め
、

関
係
団
体
と
協
議
し
な
が

ら
活
性
化
を
図
り
た
い
。

益
山　

過
去
の
議
会
で
も

数
回
問
わ
れ
て
き
た
が
、

益
山　

デ
ー
タ
は
ど
の
様

に
活
用
さ
れ
た
の
か
。

産※
1

創
課
長　

我
々
は
経
営

指
導
は
で
き
な
い
。
店
側

の
有
効
活
用
を
思
い
行
っ

た
も
の
で
す
。

益
山　

店
側
の
要
求
か
。

産
創
課
長　

助
力
に
な
れ

ば
と
思
い
行
っ
た
。

益
山　

デ
ー
タ
を
見
た
ら

厳
し
い
状
態
で
あ
る
事
は

具
体
的
に
ど
う
す
る
の
か
。

町
長　

こ
う
い
う
方
策
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
な
い

が
、
様
々
協
議
を
行
い
、

活
性
化
に
資
し
て
行
く
。

益
山　

町
内
に
残
っ
て
い

て
頑
張
っ
て
い
る
商
店
を

ま
ず
は
守
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
ー
に
な
る
様
な
施
策

を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

理
解
で
き
た
の
で
は
。

産
創
課
長　

大
変
な
状
況

で
あ
る
事
は
聞
い
た
。

益
山　

課
長
会
等
で
そ
の

情
報
を
共
有
し
、
職
員
の

方
々
の
協
力
を
も
ら
う
等

も
で
き
た
の
で
は
。

産
創
課
長　

そ
の
辺
が
足

り
な
か
っ
た
と
は
反
省
し

て
い
る
。

益
山　

町
長
は
こ
れ
に
関

町
長　

議
員
の
言
わ
れ
る

と
お
り
と
思
う
。

す
る
Ｔ
Ｖ
報
道
で
、
こ
の

ま
ま
で
は
終
わ
れ
な
い
と

言
わ
れ
た
。
そ
の
意
は
。

町
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
員
の
思
い
は
十
分
伝

わ
っ
た
。
再
考
や
別
の
支

援
策
で
も
模
索
し
な
が
ら

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
仕
組

を
つ
く
っ
て
行
き
た
い
。

益
山　

営
業
終
了
後
に
売

り
上
げ
デ
ー
タ
を
取
り
に

職
員
が
日
参
し
て
い
る
が
、

そ
の
目
的
は
何
か
。

町
長　

地
場
産
品
の
在
庫

や
入
荷
数
、
廃
棄
物
の
集

計
及
び
端
末
へ
の
入
力
、

店
主
と
の
打
ち
合
わ
せ
で

あ
り
、
運
営
の
参
考
と
し

て
い
た
だ
い
た
。

閉店した新富マルシェ

店舗内

※
1
産
創
課
長

　
　
　

 

産
業
創
出
課
長



決算審査報告書決算審査報告書

　本委員会に付託された下記の７会計を審査しました。その結果すべての決算を認定すべき
と決定しました。

肝付町議会決算審査特別委員会

審査日程
　９月10日～ 14日までの５日間

審査対象の会計
第１号　平成 29年度 肝付町一般会計歳入歳出決算認定について
第２号　　　〃　　　 肝付町特別会計国民健康保険事業費事業勘定歳入歳出決算認定に

ついて
第３号　　　〃　　　 肝付町特別会計後期高齢者医療費事業勘定歳入歳出決算認定につ

いて
第４号　　　〃　　　 肝付町特別会計介護保険事業費保険事業勘定歳入歳出決算認定に

ついて
第５号　　　〃　　　 肝付町特別会計介護保険事業費介護サービス事業勘定歳入歳出決

算認定について
第６号　　　〃　　　肝付町水道事業会計決算認定について
第７号　　　〃　　　肝付町立病院事業会計決算認定について

審査の着眼点
　議会に諮られ決定した予算が適正に執行されているか。行政効果や経済効果を各種資
料から測定し評価を行う。併せて前年度の決算審査で指摘された諸事が予算編成や執行
に活かされているか等を重点的に審査しました。
審査の概要… 金額は万円単位まで掲載してあります。
　まず、監査委員より各種事業について報告を受け、監査としての各種意見を聞き、決
算委員と議論を交わし、認識を深めました。

 第１号　一般会計 
　歳入決算額 114 億 5625 万円で歳出決算額 111 億 3231 万円です。翌年度への繰越金
が３億 2394 万円となっている。
　自主財源（町税、使用料、手数料、分担金や負担金等）が 31億 8439 万円であり歳入
に占める割合は 27.8％です。依存財源（地方交付税、国・県支出金、町債等）が 82億
7186 万円であり、割合は 72.2％である。自主財源比率は前年度比 3.0 ポイント低くなっ
ていて、依然厳しい状況が続いている。

 第２号　特別会計国民健康保険事業費事業勘定（特別会計） 
　歳入決算額は 29億 3796 万円で歳出決算額は 27億 8371 万円です。翌年度への繰越
金は１億 5425 万円となっている。29年度の徴収率は対前年度比 1.0 ポイント高くなっ
ているが、本会計においては、後期高齢者支援金及び介護納付金は各制度において定額
を納付することになっていて、徴収率の低下は運営に大きな支障をきたすことになる。
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徴収率の向上にさらなる努力を求める。

 第３号　後期高齢者医療費事業勘定（特別会計） 
　歳入決算額は２億 4350 万円で歳出決算額は２億 4090 万円です。翌年度への繰越金
は 260 万円となっている。今後、保険料の滞納額が増嵩することが予想されることから
未収金の圧縮に努められたい。

 第４号　介護保険事業費保険事業勘定（特別会計） 
　歳入決算額は 26億 7066 万円で歳出決算額 25億 7674 万円です。要介護・要支援の
認定者が対前年比４～５％減少しているが、サービス利用は増加傾向である。収入未済
額や不能欠損額が依然として多額のため、収納対策を強化し、財源の確保に努められたい。

 第５号　介護保険事業費介護サービス事業勘定（特別会計） 
　歳入決算額は 1747 万円で歳出決算額は 1002 万円である。翌年度への繰越金は 745
万円となっている。

 第６号　水道事業会計（企業会計） 
　総収益３億 1756 万円で総費用３億 2936 万円です。当年度純損失は 1180 万円の赤
字である。簡易水道と合併したため、事業規模は大きくなったが、赤字では経営難に陥る。
未収金対策や漏水対策等を講じ、会計の安定化を図るべき。

 第７号　町立病院事業 
　総収益５億6325万円で総費用５億4234万円である。当年度純利益は1226万円となっ
ている。一因として入院患者数の増がある。医師の確保が喫緊の課題だ。

基金・財政健全化
　各基金は概ね良好に運用されている。財政健全化の４つの指標に対し、国が示した基
準を下回っている。審査の結果、資金不足は生じていない。

特別委員会で指摘された事項のうち、特記すべき点は次のとおりである。
・ 公用車が年度末で 148 台であり、この４年間で 10 台増えている。合併以来、職員数
は減少している中で理解に苦しむ。諸策を講じ減車に努めるべき。
・ 借金である町債が 17 億 6937 万円（前年度は７億 5240 万円）で対前年比 2.35 倍の
伸びである。諸事情はあったとしても、返済のための公債費の増加に直結することに
なる。これは財政の硬直化の可能性もあり、慎重に対処されたい。
・ 公共施設の老朽化が近い将来大きな財政負担になる恐れがある。施設の在り方等を検
討され、対処を望む。
・ 水道事業が 1180 万円の赤字である。簡易水道との合併もその一因とは思うが、当局は
知恵を絞り将来の展望を明るいものにすべく熟慮されたい。

　まとめとして、今回の決算特別委員会で指摘された諸事項を真摯な態度で受け止め、
次年度の予算編成に十分反映し、町民の福祉の向上に寄与されることを求めます。
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所管事務調査報告書所管事務調査報告書

下記の通り、学校環境調査（空調設備等）について調査の結果を報告します。

１．調査日時
　平成 30年７月２日

２．調査場所
　町内４中学校（岸良中は設置済みのため除く）

３．参加人員
　常任委員会６名、教育総務課３名、議会事務局２名

４．調査目的
　学校内の環境調査（室内温度が高いために学習等に支障はないか）

調査に至った原因
　本委員会委員に町内中学生により、小学校より中学校の方が、格段に暑く感じる。
対応してほしい旨の問い合わせがあり、実態調査と改善策を探ると決め、各学校に出向
いた。
　
調査の内容　＊空調設備（エアコン）については空調の標記で表す。

　手順として学校管理者から細かな説明を頂き、その後、授業中の教室を調査いたしま

した。

　その内容は以下の通りです。

・保健室やパソコン室、図書館等はすべて空調が設置済みである。

・ 教室内には１～３台程度扇風機が設置してあるが、雨天時や外気温度が高いときは、

ほとんど効果が感じられない。

・建物の構造上、風の流れが極端に悪い教室等がある。

・生徒からは、空調設置の要望が多く寄せられた。

・先生の働く場所としても、厳しいものがあるとの意見があった。

・ 学校側は熱中症対策に様々な方策をとっているが、少なからず熱中症予備軍が存在し

ているのは理解出来た。

総務・文教委員会
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委員会での議論

　現地視察後、教育総務課提出の設置率資料（下記の表）を基に議論を行う。

　表を見ると近隣自治体でも教育環境の改善が進みつつあることが理解できる。

　対して、わが町でも空調設置に対し試算を行っているが、数億円の予算が必要になる

ことも説明の中で理解出来た。

委員会としての意見

　今回の調査は、町内の学校の夏場の環境実態を見ることと、その対策についてである。

一昔前は、学校にエアコン等の設置は考えられなかったが現在の子供たちは、出生時よ

りエアコンのある生活を送ってきていると考えられる。地球温暖化の影響や最近の異常

気象によるものもあると考えられるが、学校内の環境は学びの場としては厳しすぎるとも

言える。そのような悪条件のもと、生徒たちは汗だくで勉学に勤しんでいることがよく理

解できた。

　体を鍛えるためにも、暑さ寒さを我慢することは大事であるとの説もそれなりに理解し

ないではないが、県内の高校では、すでに大半がエアコン設置済みである。体力面を

考慮したとき小中学校に設置しない理由にはなりえないと考える。最近の国政での議論

や全国の設置状況、近隣の自治体の取り組みを参照しても教育環境改善への流れは否

定できず、むしろ促進へと動いている。国や県、そして町の将来を託す子供たちである。

自治体の管理する学校で学ぶ環境に不公平があってはならないと考える。ましてや熱中

症等を考慮すると健康上の問題もさらに大きな懸案事項である。

　町の財政上、決して安易なことは言えないが教育環境整備へは出来る限りの予算を配

分するべきであり、本委員会としては今回調査した中学校のみならず小学校においても、

教育環境改善のため、全校に空調設備の設置を早急かつ積極的に進めるべきであると

の結論を得た。

　以上、本委員会の意見として報告いたします。

自治体名 小学校 中学校 設置内容
鹿屋市 75％ 75％ 防衛省や文科省の事業で設置
垂水市 100％ 100％ 降灰対策事業で設置

東串良町 0％ 0％ 平成 30年度に中学校に設置予定
（中学校 100％予定）

錦江町 0％ 0％ 平成 30年度小中学校に設置予定（100％予定）
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　　所管事務調査報告書所管事務調査報告書

　産業・福祉委員会では、平成 30年６月定例会後の閉会中、下記の項目について調
査を行ったので報告します。

１．調査事件

　老人ホーム国見園の現状と今後の経営方針について

２．調査の経緯

　平成 30年８月17日（金）老人ホーム国見園の現地調査を実施し、引き続き園長及
び福祉課長並びに担当職員より各調査項目について説明を受け室内協議をした。また、
今回の調査は次４項目について調査を行った。

３．調査項目ごとの概要及び結果

⑴災害時の避難路及び体制の確保について
　避難経路図、自衛消防隊任務分担表・マ
ニュアルに基づいて説明を受けた。
　避難経路については、それぞれの災害ご
とに避難経路・避難場所が定められている。
　災害が発生した場合、任務分担表に基づ
き避難誘導班（看護師１名・寮母８名）に
より経路図に従い速やかに避難誘導できる
体制が整っている。避難路には、安全面を
重視したスロープが設置されている。しかし台風土砂災害の避難の場合、避難場所は集
会室が避難場所となっているが、出入り口のスロープの傾斜が急であり、手すりも設置
されていない。改善が必要である。
　また、火災・地震の場合、避難場所がゲートボール場となっている。北側の洗濯室か
ら避難路として位置付けられており照明の設置が必要である。
　災害時の避難路の確保については概ね確保されているが、任務分担表・マニュアル
通り機能するには、職員個々が持ち場ごとの任務をしっかり把握し職員同士が連携し合
う事が大事である。

産業・福祉委員会

国見園正面玄関
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⑵警備状況について
　不審者対応マニュアルにあるように基本
は入所者の安全を確保し、そして自身の安
全を確保しながら退去を求める。
　不審者へは、複数名対応し、職員各々が
危険性の自覚が必要である。
　毎年訓練が実施されているが、更なる安
全確保の向上が必要である。

⑶介護資格者の確保について
　介護資格者の確保については現在、夜間
介護員をふくめて12 名である。その中の
７名の方が有資格者である。看護師は１名
である。入所者 42 名に対し現体制で充分
な対応が出来ているのか。緊急時を考え２
名体制とすべきである。

⑷現在の経営状況について
　直近の 27年・28年・29年と３年間、赤字決算となっており、特に29年度は満床
50床に対し入所者は43名であり、2,000 万円近い赤字である。
　現在、入所者は 42名であり措置費は年間１名当たり約 215 万円になり、満床にな
れば赤字分は大きく減少すると思われる。
満床に出来ない理由は入所年数の長期化や
介護度の上昇が、機能以上の仕事量になっ
ている事等がある。また、入所者の入れ替
わりが激しく手続きに時間がかかる事等が
考えられる。
　入所待機者数は、約 30 名であり、速や
かな手続きで常時満床体制をつくるべきで
ある。 避難場所からの出口。傾斜が急である

各調査項目について、国見園長の説明

避難経路から集合場所の確認
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傍聴者の数　延べ人数　17 名
（９月７日／３名　　９月 21 日／ 11 名　　９月 28 日／３名）

◆発行　肝付町議会　◆編集　議会広報委員会
ＴＥＬ　0994-65-2511（内線 1263）・0994-65-8431（直通）　ＦＡＸ　0994-65-2507
肝付町ホームページでも、ご覧頂けます。　ＵＲＬ　http://kimotsuki-town.jp/

編

集

後

記

 

「
児じ

そ
ん孫

の
た
め
に
美び

で
ん田

を
買
わ
ず
」

西
郷
隆
盛
が
残
し
た
名
言
で
あ
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
は
あ
る
が
、

子
や
孫
の
た
め
に
財
産
を
残
す
べ

き
で
は
な
い
。
私
利
私
欲
に
走
る

こ
と
な
く
、
志
を
遂
げ
た
西
郷
の

心
意
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

今
議
会
は
決
算
審
査
が
行
わ
れ

た
。
前
年
度
に
予
算
が
決
ま
り
執

行
さ
れ
、
そ
れ
が
正
し
く
使
わ
れ

た
か
、
そ
の
成
果
は
出
た
の
か
、

改
善
点
は
な
い
の
か
と
い
っ
た
審

査
が
な
さ
れ
、
次
年
度
の
予
算
に

活
か
さ
れ
る
。
予
算
の
使
い
道
で

町
の
特
色
や
方
向
性
が
決
ま
る
、

そ
の
た
め
の
大
事
な
審
査
で
あ
る
。

　

初
め
て
臨
ん
だ
決
算
審
査
で

あ
っ
た
が
、
自
主
財
源
が
全
体
の

３
割
に
満
た
な
い
現
状
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税

の
収
入
未
済
額
が
9480
万
円
も
あ
っ

た
。内
訳
と
し
て
、町
民
税
2880
万
円
、

固
定
資
産
税
5690
万
円
、
軽
自
動
車

税
910
万
円
で
あ
る
。
こ
の
他
、
税

以
外
に
も
町
営
住
宅
使
用
料
、
住

宅
新
築
資
金
等
の
貸
付
金
、
保
育

所
入
所
負
担
金
等
、
入
っ
て
く
る

は
ず
の
財
源
が
入
っ
て
こ
な
い
状
態

に
驚
い
た
。

　

財
源
が
な
け
れ
ば
町
の
未
来
は
作

れ
な
い
。
未
納
や
滞
納
が
あ
っ
て

は
子
や
孫
の
未
来
は
作
れ
な
い
。
こ

れ
は
予
算
の
使
い
道
以
前
の
問
題

で
あ
り
、
責
任
は
大
人
に
あ
る
。

　

子
孫
に
美
田
を
残
す
な
と
言
っ

て
も
、
借
金
を
残
せ
と
は
西
郷
は

言
っ
て
い
ま
い
。

　

西
郷
は
何
と
語
り
か
け
て
く
る
の

だ
ろ
う
。文

責　
　

𠮷　

原　
　

光　

議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長　
　

有　

留　

智　

哉

　

副
委
員
長　
　

坂　

口　

喜　

作

　

委　
　

員　
　

𠮷　

原　
　

光

　

委　
　

員　
　

富　

永　

洋　

一

　

委　
　

員　
　

益　

山　

二　

郎

　
　
　
　
　
　

第
49
号

議会を傍聴していただいた方のご意見です「傍聴者のこえ」「傍聴者のこえ」

男性（80代）

　各課長答弁の声が小さい !!

　聞き取りにくいです。

　設置されている “マイク ”を上手に活用してほしい !!

議会を傍聴して
みませんか

次の定例会は
12月 です。 二次元コード

検索

　左の二次元コードをス

マートフォンなどで読み取る

と町議会のホームページに

リンクします。

肝付町議会
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